
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
お問い合わせ	
 	
 TEL：０２２５-‐‑‒２４-‐‑‒９９１０ 

まざらいん！	
 
第 7号   
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蛇 田 地 域の 情 報 紙  

2019 年 6 月（隔月刊）  

「ぱふぉーまー   雲井和之助」   独演会  

事務所移転のお知らせ  

新事務所では7月より第2・4水曜日の 11時～13時まで、

会費300円（軽食付き）で親睦会を開催します。  

。

4月より、まざらいんは下記に事務所を移転いたしました。  

今後とも、一層のご指導とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。  

石巻・蛇田のより処   まざらいん     

新住所   〒986-0861   石巻市蛇田字  

西境谷地122-6  

ＴＥＬ   0225-24-9910     

ＦＡＸ   0225-24-9230  

メール   mazarain@clc-japan.com    

新 事 務

所 

移動サロンの開催日程（予定）  

・新立野第一復興住宅団地：毎週水曜日               14～16 時  

・新立野第一復興住宅団地：毎月第 1・3 水曜日   10～11 時 30 分  

・新立野第二復興住宅団地：毎月第 2・4 金曜日   14～16 時  

・新沼田第一復興住宅団地：毎週月曜日               14～16 時  

・新西前沼第一復興住宅団地：毎月第 2・4火曜日 10～11時 30 分  

今後は、サークル活動や集いの場

などから育まれる、皆さんの暮らし

のなかの「支え合い」についての勉

強会などの開催も予定しています。  

  
5月 14日(火)、まざらいんの事務所前の庭を利用し、

蛇田地区の復興住宅の住民の交流の場として、小さな菜

園をつくりました。復興住宅に住む野菜づくりをしてい

る方に、石灰と肥料をまいてもらい、畝をつくっていた

だきました。小松菜、京水菜などの種もいただき、畑に

まきました。「素手で、指先でもむようにまくんだよ」

とのことでしたが、なかなかやり方がわからず手こずり

ましたが、なんとかまくことができました。  

5 月 23 日(木)には、菜園にトウモロコシやインゲン

の種まきとトマト、カボチャ、キュウリなどの苗を植え

ました。  

事務所近くの復興住宅の住民や町内の住民など、9人

が参加してくださいました。なかには、麦わら帽子を３

つも用意してきてくれた人がいて、この日は天気が良か

ったので、とても助かりました。  

町内の 80 歳代の女性は、以前畑をつくっていたと言

い、種をまくときのコツや苗の植え方などを教えていた

だきながら、わいわいと楽しく作業しました。途中、近

くの住民から差し入れをいただき、休憩をしながらなん

とか完了しました。これからの野菜の成長が楽しみで

す。  

4 月 29 日（月）  

今年度より西境谷地に事務所を移転したまざらいんを会場に、雲井和之助さんによる「大道チャンバラショー」を開

催し、復興住宅や近隣の住民7 人が参加してくださいました。鬼気迫るチャンバラや来場者を巻き込むトークで会場は

盛り上がりました。演目には、むかしむかしに渡波地区であったと言う仇討を題材に取り上げたこともあり、後半のお

茶会も話に花が咲きました。  

雲井和之助さんは、兵庫県宝塚市にお住まいで、今回はボランティアで石巻市と東松島市を訪れ、演劇を披露してく

ださっているそうです。  

さまざまなステージで活動されているので、テレビや映画でお姿を拝見することもあるかもしれません。楽しいひと

ときをありがとうございました。  

まざらいん   DE   菜園  

チャンバラの風景  

どなたでもご参加できます。  

皆さまのご参加をお待ちして

おります。  



まざらいんスタッフが皆さんの活動におじゃましました！  

  

  

   まざらいん   親睦会  

平成 30年 6月 25日発行   隔月刊  

発見！みんなのつどい場・通い場・笑顔の場	
 

皆さんに情報提供いただいた活動に、まざらいんのスタ

ッフがおじゃまして、本紙上で紹介したいと思います！  

ちょっとしたお茶飲みなどの集まりでもかまいません。  

お気軽にお声がけください。  

皆さんからの「まざらいん！」をお待ちしています！  
  

ご連絡：0225-24-9910  

「つどい場・通い場・笑顔の場」を教えてください！  

たとえば……  

   ・仲間とのウォーキングや体操  

   ・自宅でのお茶飲み  

   ・趣味の会やサークル活動  

   ・地域の行事など  

  

新立野第二復興住宅   卓球バレー  

5月 23 日(木)  

菜園づくりのあとに、親睦会ということでうどん

やそばを住民と一緒に食べました。それぞれの出身

地や震災当時の苦労話も聞かせていただきました。  

住民からは、「同じ団地に住んでいても顔もわか

らなかったけど、こういうのがあるといいよね～楽

しい！」との声も聞かれ、よい交流の場となりまし

た。  

☆まざらいんでは、事務所で月 2回（7 月から毎月

2・4 水曜日）親睦会を開催しています。皆さまお

気軽にご参加ください。会費は300 円です。  

  

  

	
 わたしたちの日頃の活動を報告します	
 

	
 

中埣復興住宅   草刈り  

5月 25 日(土)  

新立野第 2 集会所で行われている、卓球

バレーに参加しました。  

2017 年 11 月から、卓球バレーの指導

と普及を目的に「日本卓球協会」の方が来て、

毎月1 回開催されています。  

参加者は、のぞみ野一丁目とのぞみ野二丁

目に住む 17 人で、とても楽しそうに笑顔で

生き生きとプレーしていました。失敗して

も、「大丈夫、大丈夫」と励まし合う場面も

あり、卓球バレーをとおして障がいのある方

や高齢者の楽しみの活動を広げ、地域住民の

つながりの場になると思いました。  

卓球バレーは一般の卓球台を使用して、1 チーム 6 人で卓

球台を囲むように（車椅子の方はそのまま車椅子を使用）、1

コートに選手は12 人入り対戦します。  

ラケットは、専用の 30 ㎝幅の板で、ボールは視覚障がい者

の卓球サウンドテーブル（通称 SST）で使われている、鉛の

入った音の鳴る球を使用します。  

ラケットを卓球台につけた状態で球を打ち転がし、パスして

相手コートのネットの下をくぐらせて返球します。バレーボー

ルのルールをベースとしているそうです。  

卓球バレーってどんなルール？  

5 月 26 日(日)	
 

中埣復興住宅の草刈りにお邪魔しました。  

8 時からの開始で13 人の住民が集まりました。  

この日に用事などで参加できない方は、前日に行って

くれていたとのことでした。  

草刈り中は集中して口数が少なかったのですが、作業

の合間の休憩や作業後には会話する姿も見られました。  

普段は仕事などでなかなか会えない住民が多いとのこ

とで、この機会がよい交流の場となっていたようです。  

楽しそうに卓球バレーを行う風景  

引用：宮城県卓球バレー協会配布物  

ボールの動きからは目が離せません   卓球バレーの合間の休憩中に談笑  

そばやうどんを食べながら交流を深めました  

草刈り後に参加者みんなで撮りました  

2019年 5月  


